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理学療法で行われる検査・測定を体験してみよう

評価は理学療法士が日々行っていることです。対象者の状態をとらえるため、治療方針の立案などを
目的に、いろいろな方法を用いて実施しています。大学では基本的な方法を学びますが、今回はその
中でも基本的なものを実際に体験してもらおうと思います。

理学療法学科学科の魅力

ひとこと

座る、立つ、歩く、走る、投げる、といった身体動作の専門家として理学療法士はいろいろな人に関わります。医
療人として病院などでこうした動作が障害された患者さんに関わることはもちろんですが、最近ではスポーツ現
場で選手にけがの予防法を指導したり、保健センターなどで高齢者に転倒・骨折予防を指導したり、といった予
防への関りも増えています。将来、理学療法士として活躍するためには学生時代にしっかりとした土台を築くこと
が必要です。そのために本学では幅広い専門的知識の獲得と、科学に裏付けされた実践的技術の指導に重点
を置いた教育を行っています。

本学は、世界各地の大学と国際的な交流を進めています。好奇心にあふれ、世界を視野に、様々な事柄に前向
きに取り組める人を求めています。

時間 ②12:40～13:20 ③14:40～15:20 場所 校舎棟1F 164-1

担当教員 古川 順光 准教授

理学療法ってなぁに？〜からだと動きの探求〜

今回の模擬授業では、理学療法の専門性と本学における学びについて紹介をします。加えて、理学療
法士は対象者のからだに触れることや動きを観察することで，身体機能や運動機能、そして運動を創り
出す能力を評価し、治療を行っていきます。その基礎となる“からだと動き”の仕組みについて、簡単な
体験を含めながらお話しさせて頂きます。

時間 ①10:05～10:45 場所 校舎棟1F 164-1

担当教員 池田 由美 教授
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